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[ 横浜市大倉山記念館 ] 

令和 3年度業務報告及び収支決算 
[ 日比谷花壇・西田装美共同事業体 ] 

 

※ 文中の事業欄において、 

●：主催事業 ○：共催事業を示します。 

※ 文中の達成指標欄において、 

□：定量的指標 ■：定性的指標を示します。 

                        

 

 

１ 施設の概要 

施 設 名 横浜市大倉山記念館 

所 在 地 横浜市港北区大倉山二丁目 10番１号 大倉山公園内 

構造・規模 鉄骨鉄筋コンクリート造３階、塔屋１階 

敷地・延床面積 
延床面積 1,877.23 m²(大倉山記念館部分) 

管理区域面積：4,073 m² 
開 館 日 昭和 59年 10月(昭和７年竣工) 

 

２ 指定管理者 

団 体 名 日比谷花壇・西田装美共同事業体 

所 在 地 東京都千代田区内幸町一丁目１番１号 

代 表 者 代表者氏名 株式会社日比谷花壇 代表取締役 宮島 浩彰 

代表者設立年月日 昭和 25年 12月 6日 

指 定 期 間 平成 28年４月１日から令和 4年３月 31日まで 

 

３ 指定管理に係る業務方針 

（１）基本的な方針 

【指定管理期間中の運営理念】 

大倉山記念館の文化拠点機能を最大限発揮して、 

区民・市民の主体的な活動の促進・コミュニティの形成につなげ、 

「自然と文化とともに暮らす街 大倉山」を実現させるとともに、 

市の「文化芸術創造都市のまちづくり」の推進に貢献します。 

 

【管理運営を行うにあたっての基本方針】 

①平等公平な対応・人権の尊重・積極的な情報の公開・発信を原則とします 

②既存の事業は継続・発展を基本とし、利用者とともに、より良い活動を目指していきます 

③市民の自主・自発的な活動を尊重し、市民と私たちが両輪となり、活動を支援します 

④私たち自ら地域に出ていき、文化芸術を通じて、地域課題に協働して取り組みます 

⑤世代や社会属性を超えたあらゆる方々に文化芸術に触れる機会を提供します 
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⑥施設の維持管理はもちろん、施設とその周辺地域の歴史的・文化的価値や魅力を十分理解し、 

広く伝えて、みんなが誇りとし、愛される市の財産を後世に伝えます 

⑦伝統を守りつつ、施設や地域の新しい魅力を創造し発信することで、大倉山ブランドの発展 

 と拡大を図ります 

⑧私たちが培ってきたノウハウと実績、ネットワークを最大限活かし、地域住民や施設と一体 

 となり、強い愛情と熱意を持って大倉山記念館と地域の発展に貢献します 

⑨地域の文化芸術振興とともに、市内の文化施設等とネットワークを結び、相乗効果を促進し 

 ます 

⑩人々が集い、交流し、市民や観光客に愛される「活気とうるおいにあふれ、文化が日常に 

息づくまち」を目指します 

 

【目指す姿《ビジョン》】 

①文化芸術に参加することで、心と体の健康が両立し、シニアパワーが発揮される拠点  

②子どもたちが互いを尊重し、それぞれの創造性を最大限に伸ばす拠点 

③市民一人一人が主体的に自らの創造性を刺激し、伸ばし、発揮できる拠点 

④多様な世代と価値観と文化が有機的につながる拠点 

⑤文化芸術を通じて社会参加、自己実現ができる拠点 

⑥地域とともに創る文化的コモンズのシンボル 

⑦市民に愛され、育まれ、永く受け継がれていく施設 

 

【果たす役割《ミッション》】 

①シニア世代の多様なニーズや女性の自己実現や社会参加のニーズに対応した文化芸術事業を 

提案し、参加機会を創出 

②子どもたちの創造性を刺激する文化芸術と触れ合い体験の提供および創作発表の場 

③市民の自主・自発的な活動の支援、文化芸術の発展とまちづくりの協働推進 

④地域住民と地元アーティストなどをつなぐ・文化施設同士をつなぐ文化ハブの機能 

⑤文化芸術を通じた社会参加・自己実現の機会の支援・提供 

⑥地域と一体的に芸術文化の振興を図り、情報を広く多様な手段で発信し、多様な場を開放 

⑦広く施設の価値を普及し、サポーターを育成し、健全で自立的な保全と利用の促進 

 

（２）令和３年度の業務の方針及び達成目標 

【全体業務について】 

 新型コロナの影響により、指定管理期間の延長年度となる今年度はこれまでの運営方法や事業内

容についてPDCAを回し、「横浜ガイドライン」を遵守しながら、可能な限り利用者が利用しやすい

施設運営を致します。また、市の文化政策に賛同するとともに、私たちの「ノウハウや実績」と利

用者や市民の「施設や地域への想い」を真摯に受け止め、新しい取り組みやサービスを展開し、今

まで以上に利用者や市民が地域・文化に親しみ、コミュニティを活性化させるとともに、地域の安

全・安心、そして文化拠点となる施設の土台づくりを進めます。 

 

① 事業について 

地域の一員として、利用者や市民、大倉精神文化研究所をはじめとする地域の施設との交流を深
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め、「地域の文化的コモンズのシンボル」として、いつでも・誰でも気軽に文化芸術に触れ合う

ことのできる事業を実施します。昨年度に引き続き、利用者の拡大と文化芸術への関心度を高め

るための鑑賞・普及教育事業を中心に事業を実施します。 

・地域の町内会や関係団体、施設、文化団体などとの関係維持 

・今まで行ってきた事業は継続・発展を基本とし、関係者のご意見も伺いながら、より良い形への 

 発展を模索します。 

・「大倉山コーディネーター」として、日頃から文化芸術活動に関する情報を収集・発信 

・ロビーのサークルラウンジでの交流を、昨年度に引き続き促進 

・情報コーナーを設置し、地域や市の文化団体の活動をお知らせするチラシやパンフレットを 

配布し活動をＰＲするとともに、これから活動を始めたい方への情報提供を行います。 

 

② 運営について 

市民・利用者の利便性と公平性を最優先に考え、利用者の声を聴き施設運営に反映することで、 

どなたにもわかりやすく、快適な施設利用を「横浜市ガイドライン」を遵守に重きを置きながら 

実現します。 

・施設スタッフの雇用（継続・新規） 

・新規雇用にあたっては、市民・女性・高齢者を積極的に登用 

・「横浜市ガイドライン」に則った感染防止対策の履行 

・運営開始前および運営開始後の計画的かつ定期的な各種研修の実施 

・行政の代行者であるという自覚を持ち、平等公平な対応 

・関連する各種法令や条例の遵守 

・個人情報保護やコンプライアンスの遵守 

・それぞれの利用者の立場に立った、ホスピタリティあふれる対応 

・大倉山コンシェルジュによる、わかりやすい案内・情報発信 

・ご意見箱の設置 

・利用者アンケートの実施 

・ＰＤＣＡサイクルによる運営 

・地域住民への配慮 

 

③ 管理について 

文化財維持管理の経験と実績を活かし、中長期的視点に立った予防保全と環境配慮による維持管 

理で、横浜市指定有形文化財である当施設の保全と、どなたにも安全・安心で、快適な空間を提 

供します。 

・横浜市文化財保護条例及び施行規則の遵守 

・ＩＳＯ14001に沿った維持管理 

・スタッフによる日常維持管理の徹底 

・予防保全の実施 

・中長期計画の立案 

・大倉精神文化研究所と連携し、施設全体の良好な状態を維持 

・横浜歴史資産調査会（ヨコハマヘリテイジ）や市の担当部局との連携による施設の維持・管理 

・私たちが管理運営する他の文化財施設との情報共有・交換 
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・ガイドツアーを実施し、市指定有形文化財としての価値と保存の必要性を訴求 

・利用者や地域住民に対する安全・安心の確保 

・植物のプロとして、「花によるにぎわい」を演出 

・市の環境施策に賛同した維持管理 

 

④ その他について  

（１）「利用者・地域住民の安全・安心」を第一に考えた予防的対策と緊急時対応体制の整備を 

実施します。 

（２）市内中小企業への発注を優先し、地域経済の発展に貢献します。 

（３）効果効率的な管理運営と創意工夫による安定した利用料収入の確保で、運営と経費の最適  

   化を実現します。 

 

４ 業務の取組と達成指標 

（１） 文化事業について 

①文化芸術の鑑賞、創作活動の機会の提供及び地域コミュニティの形成・社会的包摂（ソーシャル 

インクルージョン）の推進 

[取組内容] 

施設の特性を活かした 

事業や地域と一体と 

なった事業展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

●大倉山記念館オープンデ

イ【継続・発展】 

■館内貸室を解放し見学い

ただくことで、文化財価値の

PRやご利用の促進をします。

また、共用スペースや集会室

を活用しご利用をイメージ

し易くするために、どなたも

気軽に参加できる各種講

座・講習会を開催します。 

□年 1回以上開催 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

●観梅会開催時の館内梅装

飾【継続・発展】 

■市内イベント連動型事業 

として、多くの方が訪れる観 

梅会開催時に施設周辺や当 

館入口、館内を梅や春の花で 

[実施内容] 

・コロナ禍ではありました

が、規模を縮小し開催いたし

ました。地域ボランティアに

ご協力いただきました、恒例

の塔屋ツアーも感染予防対

策を施し行いました。 

 

 

 

 

■年 2回開催 

■ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件 

■来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

：90％以上 

 

 

 

 

・新型コロナウイルス感染症

拡大防止の為、観梅会は中止

となりましたが、少しでも季

節を感じていただきたいと



 - 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出張事業（アウトリー 

チ）を積極的に実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装飾し、イベントを盛り上げ 

ます。 

■観梅会来場者を館内へ誘

導し、来館促進を図ります。 

□年１回実施（２～３月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

 

●イルミネーションライト

アップ 

 

 

 

 

 

 

①年 1実施（12～1月） 

②WEB サイトや SNS での自主

的な発信 

 

 

 

○横浜市芸術文化教育プラ

ットフォームへの参画【継

続・発展】 

 

 

 

 

 

■横浜市芸術文化プラット

フォームへ継続して参画し

ます。 

 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□学校プログラムの実施：年

３校以上 

 

 

 

考え、館内装飾として階段下

と各女子トイレに梅の切り

花を飾りました。 

 

■年１回実施（２～３月） 

■ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件 

 

・今年はイルミネーションは

取りやめ、クリスマス・冬を

イメージした白枝のオブジ

ェを正面 柱に施しました。

来館いただいた方々には、

「変わった趣向で面白い」

「省エネ」等 高評価を頂き

ました 

■年 1回実施（12月） 

■WEB実施 

 

 

 

 

・計画同様、施工学校数は３

校でした。それぞれ、記念館

のご利用者様にお声がけし、

ご協力いただきました。中で

もアルパを中心とした講義

では、あまり触れることがな

い楽器だった為、大変楽しん

でいただくことが出来まし

た。 

□横浜市芸術文化プラット

フォームへ継続して参画致

しました。 

■自主的に発信３件 

 

■３校実施 
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現在実施している事業 

の継続・発展を進める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援プロジェク 

トの立ち上げ、運営 

 

 

 

●地域施設への出張授業【継

続・発展】 

■坂の上の大倉山記念館ま 

でお越しいただくことが難 

しい方にも、文化芸術活動に 

触れる機会を提供するため 

に、地域施設に出向き、歴史 

や文化、芸術を紹介する出張 

授業を行います。 

□年１回実施（６月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：１件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

●大倉山記念館「落語会」【継

続・発展】 

■日本の伝統芸能である落

語に親しむ機会を提供しま

す。老若男女が楽しめるテー

マで、幅広い年代の方の来館

促進を図ります。 

 

 

□年 1回開催（１月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

 

 

○のんびるフェスタ【継続・

発展】 

 

 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 

 

 

 

 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

□未実施の為、発信なし 

 

□未実施の為、アンケートな

し 

 

 

 

・本年は新春落語として開催

（1 月）としました。ホール

で開催し、ステージにはシー

ルド施工、演者からお客様ま

での距離を２M 以上取り、ご

来場者様には手指の消毒・マ

スクの着用を徹底していた

だき、万全の体制で開催いた

しました。 

■年 1回開催（１月） 

■ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件 

■来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

：93％以上 

 

 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 
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地域の若手アーティス

トや新しい大倉山ブラ

ンドの育成・発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市の「先進的な文 

化芸術」と「地域の文 

化芸術」の接点を創る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■歴史的建造物で市指定有

形文化財でもある当施設を

会場とした、親子向けの全館

貸切のワークショッププロ

グラム。子ども達へ古き良き

物を残していくことの大切

さや地域交流の楽しさを伝

える機会を提供します。 

□年１回実施（３月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

 

 

○第９回白山高校美術コース

作品展示会【継続・発展】 

■共催者との打ち合わせに

より、円滑な運営を図りま

す。 

□年１回実施（８月） 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

 

●文化芸術活動の支援講座

【継続・発展】 

■コンシェルジュが、これか

ら文化活動を始めたいと考

えている方に当施設や地域

で活動する文化団体の紹介

を行います。 

■実施場所として、エントラ

ンスホールや休憩スペース

なども活用し、気軽に参加で

きるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

□未実施の為、発信なし 

 

□未実施の為、アンケート無

し 

 

 

 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 

 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

□未実施の為アンケート無

し 

 

 

 

 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 
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文化芸術活動に関わり 

たい方と発信したい方 

をつなぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期開催事業や長期事 

業を展開し、教養や文 

化の向上とリピーター 

□年５回以上開催（５月～） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

 

●第 7回大倉山記念館「ワー

クショップ」【継続・発展】 

 （Ａｒｔｓワークショッ

プ） 

■当施設利用団体を講師に

招き、初めて参加する方を対

象にした体験教室を開催し、

文化芸術に触れる機会と交

流の場を提供します。 

□年１回（教室回数６回）実

施（４～７月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

●大倉山エリアのミュージ

シャンによる演奏会開催【新

規】 

■地域アーティスト等の掘

り起こしと地域住民参加型

のイベントの企画として、参

加希望のミュージシャン・ア

クター等を募り、出演者を決

定、地域の方々を集客しホー

ルで公演を行います。 

□年１回実施（２～３月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

●サークルラウンジの開設

□コロナ禍の為、未実施 

□未実施の為、発信なし 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

 

□未実施の為、発信なし 

 

□未実施の為、アンケート無

し 

 

 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

□未実施の為、発信なし 

 

□未実施の為、アンケート無

し 
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化の推進 

 

 

 

 

芸術活動の啓蒙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的な市民交流を促 

進 

大倉山地域の文化を発 

信、交流する場を開く 

 

 

 

強みやノウハウを最大 

限活かす 

 

 

 

 

 

 

【継続・発展】 

■ロビーや共有エリアを活

用し、利用者・市民・アーテ

ィスト・地域の団体が交流で

きるスペースを提供します。 

□通年（５月～） 

 

●夏のオープンギャラリー

【継続・発展】 

■（公財）大倉精神文化研究

所と共催で、オープンギャラ

リーを開催します。横浜市ガ

イドラインにもとずき、記念

館の紹介の他、参加型・体験

型のコーナーを併設し、夏休

み時期の子どもたちが地域

の歴史や魅力に興味・感心を

持ち、当館を知ってもらう機

会を提供することを目的と

します。 

□年１回実施（８月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

○第７回国際学生交流会（ハ

ーバード）【継続・発展】 

■共催者との打ち合わせに

より、円滑な運営を図りま

す。 

□年１回実施（６月） 

 

●季節のフラワーアレンジ

メント教室【継続・発展】 

 （フラワーライフスタイル

の提案） 

■当グループから講師を招

き、季節の植物を使った各種

 

 

・コロナ禍の為、未実施 

 チラシを館内配架しまし

た 

 

 

 

 

 

・コロナ禍ではありました

が、規模を縮小し開催いたし

ました。地域ボランティアに

ご協力いただきました、恒例

の塔屋ツアーも感染予防対

策を施し行いました。 

 

 

 

 

■年１回実施（８月） 

■ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件 

■来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

100％ 

 

 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

 

・大変好評で毎回キャンセル

待ちの状態となっている、今

後も継続しておこなってい

きたい 
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フラワーアレンジメント教

室を開催します。 

■本年度は基礎編を中心と

し、どなたでも参加できる教

室にします。 

中級編も考慮し、参加の皆様

のご要望に応えて参ります 

□年６回以上開催（４月～） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

●大倉山寄り道コンサート

《大倉山サロン》【継続・発

展】 

■ロビーや館内の共有スペ

ースを活用した、どなたも気

軽に参加できるコンサート

を開催します。 

□年３回以上開催（９月～） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年６回実施 

■ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件 

■来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

：100％ 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 

 

 

 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

□未実施の為、発信なし 

 

□未実施の為、アンケートな

し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②市民協働、市民主体の活動の支援、地域人財育成及び文化的コモンズ形成の牽引 

[取組内容] 

地域住民や町内会、学 

校、近隣施設等との 

積極的な協働を推進 

[達成指標] 

●ボランティア養成講座検

討会【継続・発展】 

■運営サポーター制度の継

[実施内容] 

・コロナ禍の為、未実施 

 

 



 - 11 - 

する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存の協働の継続と新 

たな事業展開により、 

今まで以上に協働を活 

性化させ、協働と交流 

の輪を広げる 

運営方法や事業の実施 

効果の検証に皆様の声 

を取り入れる 

 

大倉精神文化研究所や 

大倉山公園をはじめ、 

近隣施設・地域団体等 

とのネットワーク構築 

続・発展として、当館のボラ

ンティア育成 にあたり、現

状や課題について話し合う

検討会を開催します。参加者

は、既存サポーターや利用者

とし、その内容をボランティ

ア養成講座の構築に役立て

ます。来年度以降、当館のガ

イドボランティアとしての

実践を目指します。 

□検討会開催：年１回以上 

 

●ＩＣＴを活用した地域回

遊イベント【継続・発展】 

■地域や商店街のイベント

と連携し、ＡＲやＳＮＳを活

用した地域回遊性を高める

イベントとして、デジタルフ

ォトフレームを作成・運用し

ます。 

□実施：年１回以上 

 

●地域一体防災訓練【継続・

発展】 

■町会や学校、施設などと合

同の避難訓練を行います。 

□実施：年１回以上 

 

●大倉山公園愛護会の活動

への協力【継続・発展】 

（１）大倉山公園愛護会によ

る花の苗植え活動の継続と

発展 

■苗植え活動に参加すると

ともに、植物のお手入れ方法

のアドバイスなどを行い、活

動の発展に寄与します。 

 

□植え付けおよびお手入れ

活動：年４回以上実施 

（２）花のタネの配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

 

・コロナ禍の為、未実施 

 

 

 

 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

 

 

 

・コロナ禍の為、記念館単独

にてスタッフのみ開催 

■年 1回開催 

 

●大倉山公園愛護会の活動

への協力【継続・発展】 

（１）・植え替え時入れ替え

た花苗を選んでいただきお

持ち帰りいただいた。 

■苗植え活動に参加すると

ともに、植物のお手入れ方法

のアドバイスなどを行い、活

動の発展に寄与した。 

 

□植え付けおよびお手入

れ活動：年 9回実施 

（２）花のタネの配布 
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につとめ、文化的コモ 

ンズの形成に進めると 

ともに、文化芸術活動 

を通じた地域連携活動 

を展開する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材育成活動に積極的 

に取り組む 

 

 

 

 

文化芸術の専門的な知 

見と経験を有し、地域 

の多様な主体とネット 

ワークを築く専門性 

と、コーディネート能 

力を持った人材によっ 

て文化的コモンズの形 

成を牽引する。 

■愛護会の活動参加者に花

のタネを配布し、ご自宅や学

校での栽培を通じて、植物を

育てる楽しさを伝えます。 

 

□花のタネの配布：年 1回 

 

 

 

●大倉山ミーティングの開

催【継続・発展】 

■市民、利用者、地域住民、

関係団体などを招き、利用ル

ールや施設への要望および

地域課題について話し合い

ます。また、今後に予定して

いる大倉山記念館サポータ

ーズや人材育成活動等の各

種施策についてのご意見や

ご要望も伺い、施策に反映さ

せます。 

■現状の利用ルールの確認

と見直しの必要性を話し合

います。 

■現状の利用料金の確認と

見直しの必要性を話し合い

ます。 

□年２回以上開催 

 

●第 10 回おしえて！まちの

先生【継続・発展】 

■「まちの先生」制度と当館 

のＰＲのために、気軽にでき 

る文化活動体験の機会を提 

供します。 

 

□年１回実施（１月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

■愛護会の活動参加者に

植え替えで出た花鉢をお持

ち帰りいただきました。 

植物を育てる楽しさを伝え

ます。 

■花苗の配布：年 1回 

 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

 

・規模を縮小し、港北区役所

に登録されている先生方に

お声がけし、集会室を利用し

パネル展示による活動の紹

介等を行い地域住民との懸

け橋となる活動を行いまし

た。 

■年１回実施（１月） 

■ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件 

■来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計：99％ 
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施設と地域が培ってき 

たものを継承しなが 

ら、資源やネットワー 

クをさらに活かし、時 

代に適した、これから 

の地域文化拠点とし 

て相応しい施設を目指 

す 

 

 

 

 

 

文化的コモンズ形成の 

ために、文化施設とし 

て求められる専門性 

と、地域の顔として求 

められる多様な役割を 

両立するため、この役 

割を担う多様なコーデ 

ィネーターを育成し、 

協働を推進 

 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

○大倉山講演会【継続・発展】 

■共催者との打ち合わせに

より、円滑な運営を図りま

す。 

□年４回実施（４～７月） 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

○第 36 回小さな丘のメリー

クリスマス【継続・発展】 

■共催者との打ち合わせに

より、円滑な運営を図りま

す。 

 

□年１回実施（12月） 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

●文化芸術活動団体の施設

ＷＥＢサイトでの紹介【継

続・発展】 

■ＷＥＢサイトで、文化芸術

活動団体や若手アーティス

トの紹介やリンク貼り付け

を行い、広く紹介します。 

□紹介団体：３団体以上 

 

○第 37 回大倉山秋の芸術祭

【継続・発展】 

■共催者との打ち合わせに

より、円滑な運営を図りま

す。 

□年１回実施（１１月） 

□来場者アンケート「大変満

 

 

 

・大倉精神文化研究所様と連

携し開催した 

 

 

■年４回実施（４～７月） 

■来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計：87％ 

 

 

 

・規模を縮小し、ギャラリー

のみで開催・フリーマーケッ

トと公園内の松ぼっくりな

どを利用したオーナメント

作成ワークショップを開催

した。 

■年１回実施（12月） 

■来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計：99％

以上 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

・例年よりも規模を縮小し開

催。 

 

 

 

■年１回実施（１１月） 

■来場者アンケート「大変満
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足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

○第 38 回大倉山こどもフェ

スティバル【継続・発展】 

■共催者との打ち合わせに

より、円滑な運営を図りま

す。 

■大倉山公園と連携して、子

どもや市民とともにアート

作品を作り、当館屋外に展示

します。 

□年１回実施（５月） 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

○第 14 回大倉山ドキュメン

タリー映画祭【継続・発展】 

■共催者との打ち合わせに

より、円滑な運営を図りま

す。 

□年１回実施（３月） 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

○市内の他の文化施設や文

化団体等との連携事業【新

規】 

■市内の他の文化施設の運

営団体や（公財）横浜市芸術

文化振興財団と連携・協働し

た事業としてコンサートを

開催します。 

■全国で文化施設の管理運

営実績を持つ協力企業から

アドバイスをいただくとと

足」と「満足」の合計 

：93％以上 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 

  

 

 

 

 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

□未実施の為、アンケート無

し 

 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 

 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

□未実施の為、アンケート無

し 

 

 

 

 

 

 

・オープンディー開催時、ギ

ャラリーにて、大倉精神文化

研究所様・鶴見川流域センタ

ー様による展示を行いまし

た。 
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もに、連携・協働事業を開催

します。 

■共催者へのご挨拶と事前

打合せの実施 

■共催者へのアンケート調

査の実施および来年実施内

容への反映 

□年１回以上（10月～） 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

 

 

 

 

 

 

■1回開催 

□アンケート未実施 

 

③建築物としての保存、管理及び価値の普及並びに市民の円滑な施設利用の促進 

[取組内容] 

施設の価値と保全の必 

要性を体感・体験でき 

るイベントや事業の実 

施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者・地域住民など 

とともに「大倉山記 

念館利用ルール」を策 

定し、広く告知すると 

ともに、遵守を徹底 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

●ガイドツアー【継続・発展】 

（１）施設見学プログラムの

実施 

■港北区と連帯しながら、地

域の小学生に向けた事前予約

制の施設見学ツアープログラ

ムを構築します。 

□施設見学ツアー参加：希望

校に対応 

（２）観梅会や大倉山オープ

ンヘリテイジなどの市内イベ

ント開催時の記念館のガイド

ツアー 

■市内イベント開催時や来館

者が多い季節に施設スタッフ

による記念館の無料ガイドツ

アーを実施します。 

□年12回開催 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等で

の自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

●関係団体との連携による文

[実施内容] 

 

 

 

・コロナ禍で希望校がなく、

開催しませんでしたが、オー

プンディー開催時、一般のお

客様に対し、地域ボランティ

アにご協力いただき、館内ガ

イドツアーを行いました。 

 

□施設見学ツアー参加 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

□未実施の為、発信なし 

 

□未実施の為、アンケートな

し 

 

 

 

 



 - 16 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のシンボルとし 

て、メディアの撮影や、 

一般向けウエディング 

ロケ地として活用し、 

施設と地域のイメージ 

アップに貢献する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化財の保護【継続・発展】 

■修繕の際は、歴史的資産の

保全活用に関する調査研究や

その成果の普及啓発に取り組

む横浜市歴史資産調査会（ヨ

コハマヘリテイジ）監修のも

と、文化振興課及び教育委員

会と協議を行います。 

■修繕を実施する際は、横浜 

市歴史資産調査会（ヨコハマ 

ヘリテイジ）監修のもと、そ 

の内容について可能な限り情 

報を開示します。 

■当グループが管理運営する

他の文化財施設や全国の文化

財施設との連携を深め、情報

共有・情報交換を行います。 

 

●撮影・ロケの積極的な誘致

【継続・発展】 

（１）メディア撮影・ロケへ

の協力 

■撮影等への利用に積極的に 

協力し、施設の有効活用を図 

ります。 

 

 

 

 

 

□撮影協力：目標 年間 35件  

（２）協力会社やロケ地コー

ディネート会社への積極的な

情報の開示 

■撮影実績のある制作会社や

コーディネート会社に加え、

協力会社や代表団体の広報

室、新たなコーディネート会

社に対しても積極的な情報提

供と撮影誘致を行います。特

に、横浜市内の衣装ドレスレ

 

 

 

 

 

 

 

 

・改修が必要な案件は、すべ

て横浜市に相談させていただ

きましたが、実際の施工はあ

りませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・件数は達成できているが、

高単価のドラマロケなどの受

注ができていないため、収納

拡大には結びついておりませ

ん。問い合わせに数に対して

受注に至っていないケースが

多く、要因を分析し、来期に

つなげたいと考えます。 

■撮影協力：実績 年間40件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 17 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民・連携先とと 

もに公園と地域のにぎ 

わいを演出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当施設だけでなく、地 

域全体の保存と活用を 

推進する 

 

ンタル業者や写真スタジオと

連携・協力し各営業所へモデ

ルを入れたサンプル写真の設

置・近隣生花店と協力など、

それぞれすべてがつながるこ

とで、ご利用者様がワンスト

ップですべてを決定できるよ

うコーディネートできる体制

を目指し、地域協力・活性化

に努めます。 

（３）ウエディングフォトロ

ケーションとしての活用 

■文化財として、伝統と趣の

ある施設のロケーションを記

念日の写真撮影スポットとし

て活用します。 

□撮影協力：目標 年間２件 

 

● 大倉山記念館 花めぐり

【継続・発展】 

■当館の館内ツアーをはじ

め、大倉山公園や近隣の花を

めぐりながら、地域の魅力を

再発見します。 

■大倉精神文化研究所職員や

当グループ内の植物専門家、

地域の歴史に詳しい方などを

講師とし、建築・植物・地域

の歴史など、幅広い内容にし

ます。 

□年 1回以上開催（３月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等で

の自主的な発信：３件以上 

□参加者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

●今昔建築講座【継続・発展】 

■大倉精神文化研究所との連 

携により、歴史的建造物や伝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実績2件獲得 

 

・コロナ禍のため未実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

□未実施の為、発信なし 

 

□未実施の為、アンケート無

し 

 

 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 
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統ある建築物についての講習 

会を開催します。建築に詳し 

くない方でも気軽に参加で 

き、楽しめる内容とすること 

で、当施設を始めとする伝統 

的建築物の素晴らしさを知っ 

ていただく企画を提供しま 

す。 

□年２回以上開催（６月～） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等で

の自主的な発信：３件以上 

□参加者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中１・２番目の評

価）：80％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

□未実施の為、発信なし 

 

□未実施の為、アンケートな

し 

 

 

 

 

 

 

⑤ 広報・プロモーション活動、情報提供 

[取組内容] 

マルチチャネル、多言 

語の広報を展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

●施設紹介パンフレットの

作成および情報発信【継続・

発展】 

■28年度に刷新したパンフ

レットを活用・運用します。 

■パンフレットは館内で配

布するほか、ＷＥＢサイトか

らダウンロードできるペー

ジを継続して運用します。 

■重要な箇所の、英語等多言

語での記載の強化を検討し

ます。 

 

●チラシの作成と新聞折込

【継続・発展】 

■催事や地域の季節の情報

[実施内容] 

・当館ロケ地ガイド vol2 を大

倉精神文化文化研究所に監

修いただき無料配布しまし

た。大倉精神文化研究所作成

の多言語ツールを配架・配布

いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

・蔓延防止対策が緩和されて

きたのに合わせ、年度後半か

らコンサートの告知・アレン
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サークルラウンジ 

の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大倉山コンシェルジュ 

の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

をお伝えするチラシを制作

します。 

■チラシは、館内・商店街・

最寄駅・近隣施設等で配布し

ます。 

□チラシ：年４回発行 

□新聞折込：年４回以上 

 

●情報コーナーの設置【継

続・発展】 

■当施設の毎月の催事情報

を掲示・配布します。 

■周辺施設の文化事業の情

報を収集し、掲示・配布しま

す。 

■ロビーの情報コーナーを、

掲示物や配布物をゆっくり

と閲覧できる、サークルラウ

ンジとして継続運用します。 

 

●コンシェルジュの実施【継

続・発展】 

■地域の情報に精通した大 

倉山コンシェルジュが、館内 

の催しや地域の用法をはじ 

めとした各種情報をお伝え 

し、地域と大倉山記念館およ 

び利用者をつなぐ役割を果 

たします。 

□年４回以上開催 

 

 

■コンシェルジュは地域の 

一員として、地域や近隣学校 

の行事、集まりに積極的に参 

加・協働します。 

 

●利用者の利便性向上に向

けての取組【継続・発展】 

（１）ＷＥＢサイトの運用 

■28年度より作成したＷＥ 

ジメント講習の告知チラシ

など多数作成し、商店街・大

倉山駅などに配布しました。 

 

 

■チラシ：年 9回発行 

□チラシ回数を増やし新聞

折り込みは取りやめました 

 

 

■毎月作成配布 

 

■毎月掲示済 

 

 

・新型コロナの影響で規模縮

小し、施工いたしました。 

 

 

 

 

 

商店街などから地域の情報

を収集し、スタッフ間で共有

しました。  

 

 

 

 

■年 4回実施（規模縮小も開

催できた事業にて） 
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全国の店舗と自社 

WEBサイトで広範囲 

の広報展開を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂサイトの運用にあたり、 

「横浜市インターネット情 

報受発信ガイドライン細則 

１WEB ページ作成基準」や代 

表団体が社内で独自に定め 

る各種規定の遵守し、安全・ 

安心と効果を両立させます。 

■ＷＥＢサイトに施設の予 

約状況を公開し、空き時間の 

利用促進を図ります。 

■ＷＥＢサイトに、地域で活 

動する文化団体や若手アー 

ティストの紹介やリンク貼 

り付けなどを行い、広く紹介 

します。 

■地域や商店街のイベント 

情報や季節のお知らせを掲 

載し、「まちの情報ステーシ 

ョン」としての役割を担いま 

す。 

■代表企業や市内施設の WEB

サイトにリンクを貼り、広域

での広報活動を実施します。 

（２）さまざまな利用者への

配慮 

■ピアノやラジオカセット

などの有料貸出や、机やイス

の無料貸出など、様々な利用

者を想定した各種貸出グッ

ズの運用を継続します。 

■多言語での館内案内表

示・アンケート実施など、外

国人利用者へ配慮した取り

組みを実施します。 

（３）利用者のご意見を伺う

仕組み作り 

■館内の目に付きやすい場

所にご意見箱を設置します。 

■利用者アンケートを実施

します。 

 

・インスタグラムでの情報発

信を開始し若年層への告知

を強めました。 

 

 

 

 

■館内掲示にて対応しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既存貸し出し備品に加え、

卓上装花・スポットライトの

貸出を追加しました。 

  

  

  

 

 

 

 

 

■設置しました。 

 

■実施しました。 
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SNSやARなどのICTを 

活用した積極的なプロ 

モーションを展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域や各団体と連携し 

た広報を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●広報よこはま等へ掲載依

頼および当グループの広報

連携の取組 

 【継続・発展】 

■「広報よこはま」や港北区

区民活動支援センター発行

の「楽・遊・学」および地域

フリーペーパー等への積極

的な掲載依頼を行います。 

■当グループのＷＥＢサイ

トへのリンクや広報室を活

用したプレスリリースによ

る広域の広報ＰＲを実施し

ます。 

 

●ソーシャルメディアを活

用した情報発信【継続・発展】 

Facebook での情報発信 

■当施設の最新情報やお知

らせ、地域の旬の情報をお伝

え す る 「 大 倉 山 記 念 館

Facebook」を開設し、認知度

の拡大と既存利用者の満足

度向上と新規利用者の拡大

を図ります。 

□Facebookでの情報発信：４

日１回以上 

 

●関係機関等との連携によ

るＰＲ活動【継続・発展】 

（１）港北区区民活動支援セ

ンターでのＰＲ活動 

■港北区役所４階にある港

北区区民活動支援センター

で、当施設の利用手引きや催

事場法の配布、相談窓口にお

ける当施設の利用案内を推

進することにより、区内の新

規利用者の発掘に努めます。 

■港北ボランティアガイド

との連携による見学ツアー

 

 

 

 

 

・『楽・游・学』の掲載不可

により別途会社にて対応し

ました。 

『広報よこはま』は継続依頼

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発信しました 

 

 

 

 

 

 

・横浜市発行の広報誌への積

極的な掲載の他、『タウンニ

ュース』『ASA 大倉山』などの

地域誌積極的に掲載しその

他 Web広報も強化しました。 
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市民が行う文化芸術活 

動に対する情報提供や 

専門家の紹介などを支 

援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種ガイドラインを遵 

守 

を定期的に実施 します。 

■区民活動支援センターに

おける利用案内体制を確立

します。 

（２）港北国際交流ラウンジ

との連携強化によるＰＲ活

動 

 

●地域の文化活動団体への

支援【継続・発展】 

（１）既存共催事業の継続と

発展 

■既存共催事業における各

団体との話し合いの場を持

ち、施設の特性を活用し、事

業を実施します。 

■現状における課題や要望

についてお伺いし、その解決

や改善に尽力し、事業の発展

に貢献します。 

（２）地域で活動する文化団

体の維持と発展を支援 

■大倉山コーディネーター

として、地域の文化団体の芸

術活動に関する情報を収集

します。 

■施設内に設置した情報コ

ーナーでの、地域の文化団体

の活動をお知らせするチラ

シやパンフレットの配布を

継続します。 

（３）文化活動を始めたいと

考えている方への支援 

  

■館内に設置した地域の文

化活動団体の紹介コーナー

で会員募集を行います。 

■既存団体の中から希望す

る活動に適した団体を紹介

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・インスタグラム開始し若年

層への告知を強化しました。 

■Facebookでの情報発信 

 

 

 

 

 

・資料を館内に配架致しまし

た。 

 

 

 

 

・オープンディーなどで見学

ツアー開催しました。 

 

 

 

・イベントスケジュール・そ

の他コンサートなどのチラ

シを定期的に交換補充 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 23 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の歴史、見どころ 

をわかりやすく伝え、 

知識と教養の向上に応 

える 

 

●ＷＥＢサイトの新規作成

【継続・発展】 

■横浜市インターネット情

報受発信ガイドラインを遵

守し、作成したＷＥＢサイト

の運用を継続します。 

■催しの情報や年度事業計

画書・報告書をＷＥＢサイト

に掲載します。 

■施設の貸出状況、次回抽選

日、各室の稼働状況をＷＥＢ

サイトに掲 載し、情報発信

を行います。 

 

●歴史的建造物への興味喚

起に向けての取組【継続・発

展】配布用チラシ制作 

■大倉山精神文化研究所や

横浜歴史資産調査会（ヨコハ

マヘリテイジ）と連携し、歴

史的建造物である大倉山記

念館への関心・理解を深める

ことを目的として、配布用チ

ラシ（Ａ３サイズ）を常備し、

一般見学者や総合学習授業

で来館する小・中学生に配布

していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・インスタグラム開始し若年

層への告知を強化しました。 

 

 

 

 

 

 

・大倉精神文化研究所監修

「ロケ地ガイド」を作成・配

布致しました。 

・ジャズコンサートに合わ

せ、３階回廊にて「記念館９

０年の軌跡」を展示・継続致

しました。 
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（２） 施設運

営について 

①文化活動等

への施設の

提供（貸出業

務への取組）

組内容] 

市民・利用者の

利便性 

と公平性、施設

の維持 

に配慮し、関係

者と共 

に策定する利

用ルー 

ルの徹底で、ど

なたに 

もわかりやす

く、いつ 

までも快適な

施設利 

用を実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標利用率（５

年平均） 

ﾎｰﾙ90％/ｷﾞｬﾗ

ㇼ-99％ 

1集会78％/2集

会90％ 

3集会63％/4集

会71％ 

5集会79％/6集

[達成指標] 

（１）開館について 

開館日数 347日 

開館時間 ９時～22時 

休館日 

施設点検日：12

日間（月１日） 

年末年始：12/29

～１/３ 計６

日間 

（２）利用料金について：別紙のとおり 

（３）利用者本位の貸出し業務の遂 

行、適切な貸出しシステムの構築と 

運用無事故を目標とします。利用ル 

ールの徹底、日常から利用者・市民 

の声を聴き、施設運営に反映するこ 

とで、苦情の未然防止策に努めま 

す。それでも発生してしまった苦情 

には迅速に対応し、その内容を施設 

運営に役立てることで、利用者が安 

全・安心で、快適にお過ごしいただ 

ける環境を創ります。 

■ご要望やご意見および対応内容の館内

等への表示 

■ご要望やご意見の全スタッフの共有  

（４）駐車場の運営 

■安全に充分注意し、希望者ができ 

るだけ駐車場を利用できるよう  

臨機応変に対応します。 

■利用ルールの告知 

（５）全スタッフの統一された高レベルの

巡回点検 

■毎日、開閉館時にチェックシートを用い

て、駐車場内の巡回点検を 

実施します。 

□日常巡回点検：１日２回以上 

（６）各部屋の目標利用率について            

（単年目標） 

 

 

 

 

[実施内容] 

（１）電気施設更新・ホール照明 LED化等があ

り、開館日数は少なくなっている。 

   年間開館日 ３０４日 

（２）利用料金について：別紙のとおり 

（3）全スタッフの統一された高レベルの巡回

点検 

 ■毎日、開閉館時にチェックシートを用い

て、駐車場内の巡回点検を 

実施します。 

 □日常巡回点検：１日２回以上 

（ 4 ） 各 部 屋 の 目 標 利 用 率 に つ い て            

（単年実績） 

ﾎｰﾙ 

ｷﾞｬ

ﾗㇼ

- 

第

１ 

会

議

室 

第

２ 

会

議

室 

第

３ 

会

議

室 

第

４ 

会

議

室 

94% 99% 82% 95% 67% 73% 

第

５ 

会

議

室 

第

６ 

会

議

室 

第

７ 

会

議

室 

第

８ 

会

議

室 

第

９ 

会

議

室 

第

10 

会

議

室 

82% 67% 80% 67% 75% 88% 
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会62％ 

7集会76％/8集

会58％ 

9集会71％/10

集会84％ 

 

ﾎｰﾙ 

ｷﾞｬ

ﾗㇼ

- 

第

１ 

会

議

室 

第

２ 

会

議

室 

第

３ 

会

議

室 

第

４ 

会

議

室 

94% 99% 82% 95% 67% 73% 

第

５ 

会

議

室 

第

６ 

会

議

室 

第

７ 

会

議

室 

第

８ 

会

議

室 

第

９ 

会

議

室 

第

10 

会

議

室 

82% 67% 80% 67% 75% 88% 
 

 

②利用促進・利用者サービスの向上及びアイデア・ノウハウの一層の活用 

[取組内容] 

公益性・公共性・利用 

者満足度の高いアイ 

ディア・ノウハウを積 

極的に提案し、施設や 

地域のファンを増や 

し、リピーター化推進 

 

 

[達成指標] 

（１）花とみどりによる清潔で潤

いある環境を演出 

■施設入口に季節の花の寄せ植え

やコンテナガーデンを設置しま

す。 

■集会室や館内共有スペースに観

葉植物を配置します。 

■トイレには生花や鉢物を配置

[実施内容] 

 

 

 

 

 

・ロビー内に観葉植物を配置しま

した。 

・季節の花装飾の際、女子トイレ
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苦情発生・要望への対 

応 

 

し、環境美化に寄与します。 

■夏場には、利用者や地域住民へ

の環境保全啓発を実施します。 

（２）外国人利用者、外国人観光

客が来館しやすい環境づくり 

■施設のパンフレットや館内案内

の多言語による表示を継続しま

す。 

■英語等を話せる講師による催事

を実施し、外国人も参加できるよ

うにします。 

□実施：年１回以上 

■外国のアーティストやデザイナ

ーを招き、外国文化を体験するワ

ークショップや展示会を開催しま

す。 

□実施：年１回 

（３）職業体験の場の提供 

■市や小中学校で実施している職

業体験や、近隣施設のインターン

シップの受入を行います。 

（４）施設のロゴを一般公募しま

す 

■広く市民から「大倉山記念館の

ロゴ」を募集し、ウェブやパンフ

レット、チラシなどで活用します。 

（５）大倉山記念館サポーターズ

を立ち上げます。 

■大倉山記念館のファンとなって

いただける個人、法人をサポータ

ーズとして組織化し、施設の維持

や運営に役立てると共に施設や地

域への愛着を醸成します。 

（６）利用者ニーズに応じたさま

ざまなサービスの導入 

■アンケート調査・利用者懇談会 

などの利用者のニーズに迅速に対 

応して、運営にフィードバックし 

ます。 

■各室利用者や事業共催者の利便

性向上のため、事前予約によるお

に季節の切り花を飾りました。 

 

 

 

 

■多言語の施設のパンフレット

館内案内を活用、の多言語による

表示を継続します。 

 

 

 

□コロナ禍の為、未実施 

  

  

 

 

□コロナ禍の為、未実施 
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弁当販売紹介の仕組みを検討しま

す。 

■各種貸し出しグッズの提供、無

料貸出を行います。 

■館内に設置した授乳室をより快

適で使いやすい環境に見直ししま 

す。（空き室がある場合臨機応変に

対応します） 

■催事開催時に子どもの預かりを

行い、母親が安心して催事に参加

できるサービスを検討します。 

■増設したベンチの運用を継続し

ます。 

■地域の各種情報を発信する「ま

ちの情報ステーション」としての 

役割を担います。 

■館内に災害時対応機能付きの自

動販売機を設置を継続します。 

 

 

■実施致しました。 

 

■実施致しました。 

 

 

・ 

車いす・ベビーカーの貸し出しに

関してはバリアフリーでない為、

館内の移動が出来ず、未実施とな

っていますが、館外において置き

場所の確保に努めました。 

■大倉山記念館 HP 上にて各種情

報発信致しました。 

 

■館内に災害時対応機能付きの自

動販売機を設置を継続致しまし

た。 

 

 ③組織的な施設運営（職員の確保、配置及び育成） 

[取組内容] 

施設の特性を熟知した 

スタッフによる安全・ 

安心・快適を最優先に 

考えた運営組織を構築 

し、施設の顔として、 

利用者や地域住民・市 

民に最高の「おもてな

し」を提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

（１）人材の配置について 

項目 人

数 

備考 

館長 １

人 

業務全体の統括

責任者、対外折

衝 

職員 2人 施設維持管理、

イベント・広報、

総務 

受付ア

ルバイ

ト 

5人  

 
合計 8人  

（２）勤務体制について 

・開館時、閉館時とも 1人以上

の社員を配置 

・夜間～閉館時は２名以上を配

置し、安全・安心を確保 

・学生や主婦、シルバー人材の

 

■計画通り 
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利用者や市民へ質の高 

いサービスを提供でき 

る人材育成を行い、「顔 

の見える運営」を実践 

 

活躍の場として、短時間勤務や

夜間勤務を設定 

・業務に応じて、スタッフの配

置時間や人数を調整  

・労働基準法を遵守した配置計

画とする 

・本部サポート部隊との連携を

密にし、潤滑に運用 

（３）研修について 

■運営開始前および運営開始後の

定期的かつ計画的な研修を実施し 

ます。接客接遇や利用受付、緊急

時対応等の基本的な内容の習得を

徹底する。 

□基礎研修：年 1回 

□応用研修：年 1回 

（４）スタッフミーティングの開

催 

■各種ミーティングを開催し、情

報共有およびチームワークを醸成

します。本部サポート部隊を含む、

全スタッフが施設運営に関する情

報や利用者の要望を共有するとと

もに、スタッフの連帯感や一体感

を醸成します。 

 

（１）地域住民、地域の各種団体、

関係機関等との連携体制の確立 

■スタッフの顔が見える運営を目

指します。 

■地域住民へのお声がけなど、ス 

タッフから積極的にコミュニケー 

ションを図ります。 

■ゴミ拾いや花植え活動など、明

るく見通しの良い環境づくりに努

めます。 

（２）大倉精神文化研究所との連

携強化 

■日頃からスタッフ同士の積極的

なコミュニケーションを図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コロナ禍の為、未実施 

 

 

 

□未実施 

□未実施 

 

 

■実施致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施致しました。 

 

■実施致しました。 

 

 

■実施致しました。 

 

 

 

 

■実施致しました。 
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□連絡調整会：月１回 

（３）地域の各種団体等との連携

強化 

■大倉山地区連合町会や大倉山夢

まちづくり実行委員会への加入を 

検討します。 

■日頃から防犯・感染症対策・事

故防止等の情報を共有します。 

■町内会や商店街等へ自衛組織の

結成や共同防災訓練の実施、連絡

体制の構築を提案します。 

■近隣中学校への職業体験利用の

誘致活動を行います。 

□町内会や地域の集会への参加：

年４回 

（４）官民協調体制の確立 

■ステークホルダーである、区

民・利用者・横浜市・当グループ

の共 

益を目指した効率的な管理運営に

努めます。行政のパートナーとし 

て利用者満足度の向上に努め、得

られた利益は様々な形で利用者に

還元します。 

■月例会議実施致しました。 

 

 

 

 

 

■実施致しました。 

 

 

 

 

 

 

□コロナ禍の為未実施 

 

 

 

④本市の重要施策を踏まえた取組 

[取組内容] 

個人情報の適正な取り 

扱い 

 

 

 

 

 

 

 

適正な情報公開 

 

 

 

 

[達成指標] 

個人情報保護への取組 

■代表団体が取得している、(財)

日本情報処理開発協会（JIPDEC）

の「プライバシーマーク」認証に

準拠した個人情報保護に努めま

す。 

■グループ内の個人情報保護窓口

の管理のもと、法令遵守と情報の

漏洩や不正アクセスなどによるデ

ータ破損・盗難・改ざんなどのリ

スクを十分に理解した上で、取扱

い方法・漏洩防止策を構築し、大

倉山記念館の個人情報保護管理体

制を構築します。 

 

 

■実施致しました。 

 

 

 

 

■実施致しました。 
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人権の尊重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■個人情報のリスク調査、管理台

帳の作成、リスクチェックシート

の作成を実施します。 

□全スタッフに対する個人情報保

護研修および試験の実施：年１回 

迅速で適切な情報公開 

■情報の公開にあたっては、市の

情報公開条例を基本とした「情報

公開規定」を策定し、適切な情報

公開体制を確立します。 

■施設窓口や電話での問合せに対

し、原則的に全ての情報を公開す

ることを前提に、その内容に応じ

た適切な情報の開示を行います。

ただし、市との協議を必要とする

もの（情報開示請求の手続きを必

要とするもの）に関しては、その

手続き方法等を案内します。 

■施設の管理運営に関する情報

は、市民（利用者）からの請求（問

合わせ）があった時だけでなく、

積極的に自主的な情報提供を行い

ます。 

■開示請求に対して非公開とした

場合は、その旨と理由を遅滞なく

通知します。 

人権尊重の取組 

■スタッフの採用にあたっては、

男女の区別なく、適材適所の人材

登用を進めます。 

■障害者雇用の促進を図るととも 

に、授産施設からの物品購入を促 

進し、障害者との共生に積極的に 

取り組みます。 

■すべてのスタッフに対し、業務

基本研修、人権研修等を実施し、

公平・平等利用に関する知識の習

得および、人権問題、ユニバーサ

ルデザイン等の正しい理解に努め

ます。 

□人権研修：年１回 

 

 

 

■年 1回研修・試験実施致しまし

た。 

 

 

・情報公開はありませんでした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■月例会議に対応致しました。 
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環境への配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内中小企業への優先 

発注 

 

■スタッフのワークライフ・バラ

ンスを推進するとともに、人権を

尊重し、職場の良好な雰囲気づく

りに努めます。 

環境への配慮 

■環境に配慮し、廃棄物発生の抑

制に努めます。 

■「市役所ごみゼロ」「横浜市脱温 

暖化行動指針」「ヨコハマ３Ｒ」等 

市の施策や事業に協力します。 

■花苗の植え付けなどを通じて、

子どもたちをはじめ市民に環境学

習機会を提供し、環境意識の啓発

に努めます。 

市内中小企業振興の取組 

■横浜市中小企業振興基本条例に

基づき、資材・消耗品等の購入や

設備機器管理、定期点検等の委託

業務は、市内中小企業等へ優先的

に発注を行い、地域企業の育成に

貢献します。 

 

 

 

 

 

・環境への配慮 

 来季４月から CO2排出ゼロ電力

へ移行致します。 

 

・記念館前の花壇用の花鉢仕入れ

を、日比谷花壇から、ヨネヤマプ

ランテーションへ変更致しました 

 

 

 

「横浜市大倉山記念館ロケ地ガイ

ドマップ」の印刷を横浜市内業者

の正美堂へ発注致しました。 

 

（３）施設管理について 

  ①施設及び設備の維持保全及び管理 

[取組内容] 

経験と実績を活かした 

的確な日常管理 

 

 

 

 

 

高い専門性を有する市 

内事業者による定期・ 

法令点検の徹底 

 

 

どなたにも安全・安心 

で快適な空間を提供 

 

[達成指標] 

安全・安心できる施設の維持 

■「業務の基準」の設備等保守管

理項目を遵守し、日常的・定期的

な施設点検を実施します。また、

必要に応じて緊急点検を実施しま

す。 

■施設・設備維持管理の専門スタ

ッフを配置します。 

□定期的な施設点検：月１回 

□建築物点検マニュアル及び建築

物定期報告に準拠した点検：年１

回 

 

中長期視点での施設・設備の維持

管理計画の立案 

■構成団体および市内の専門事業

[実施内容] 

安全・安心できる施設の維持 

・蔓延防止対策中も以後も、ア

ルコール消毒は継続。ご利用

者様が入れ替わるごとにアル

コール消毒など除菌作業を行

い、ご利用者様には安心して

ご利用いただけるよう努めま

した。 

■休館日にて実施致しました。 

■年 1回実施致しました。 

 

 

 

こちらでの５年間の経験を活か

し、トラブルが発生してから対応

するだけでなく、日常の細かな管
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者が施設・設備を点検し、中長期

視点で施設・設備の維持・保全計

画を立案します。 

■修繕履歴から現状と課題の把

握、部品調達先の確認をします。 

□中長期計画の策定：年１回 

（１）快適で安心できる環境の維

持 

■「業務の基準」の清掃項目一覧 

及び清掃内容一覧を遵守し、チェ 

ックリストを作成し、日常・定期 

清掃を実施します。 

■構成団体の専門家による日常点 

検チェックリストを作成し、日々、 

スタッフが巡回点検します。 

■美観の維持に取り組みます。 

■構成団体および市内専門事業者 

による特別清掃・定期清掃を実施 

します。 

■改修を実施した場合、空気環境 

測定（ＶＯＣ等含む）を実施しま 

す。また、現状の把握、問題箇所 

の抽出を行います。 

（２）樹木・公園設備等の点検管

理 

■良好な環境を維持します。 

■代表団体のグループ会社に所属

する樹木医や造園施工管理技能士

による植物の点検と日常手入れの

助言を行います。 

□樹木診断：年１回 

■「業務の基準」の公園管理項目

一覧を遵守します。 

■地域住民・行政機関・指定管理

者の連携による景観づくりに取り

組みます。 

■北部公園緑地事務所との連携に

より落葉処理等を行うため、協議

内容の運用を継続します。また、

必要に応じて随時協議します。 

理・観察から、発生前から予測し

て対応する「予防保全」を心掛け

ることで、修繕費や消耗品費の圧

縮に努めました。 

 

■年度末に今後の計画見直し励行

の予定にしてあります。 

 

■実施致しました。 

 

 

 

■実施致しました。 

 

 

■実施致しました。 

■実施致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施致しました。 

 

 

 

 

 

・観梅会時期における課題の共有

と対策など、北部公園緑地事務所

との毎月のミーティングによる 

連携により、利用者の利便性向上

を目指しました。同所との連携に
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おいては記念館側から提案を都度

試み、実績以上に密接な関係が構

築したが規模縮小に伴い共有のみ

となりました。 

 

 

②小破修繕への取組 

[取組内容] 

市の指定有形文化財で 

あることを充分に理解 

し、横浜市文化財保護 

条例を遵守 

 

 

予防保全に努め小破修 

繕を実施し、施設の長 

寿命化と経費削減を両 

立 

[達成指標] 

施設・設備の予防保全 

■過去の修繕履歴を活用し、設備

の予防保全を継続します。 

■現状の把握、問題箇所の抽出、

材料・部品等の調達先（メーカー

等）の確立を行います。 

■更新された新設空調設備が瑕疵

補修となる場合は、対応などにつ

いて調整を行います。 

中長期視点での施設・設備の修繕

計画の立案 

■構成団体および市内の専門事業

者が施設・設備を検し、中長期視

点での施設・設備の修繕計画を立

案します。 

□中長期修繕計画の策定：年１回 

・専門知識を持つスタッフを常時

配置し、専門的な事案等にも対応

できる体制でのぞんでいます。す。 

・予防保全の観点を持ち、日ごろ

の観察などから、早期に問題点を

把握し対応することで、業務にダ

メージが少なく、且つ、コストも

抑えられるよう日々点検を行いま

した。 

 

③事故防止体制・緊急時（防犯）の対応・感染症対策等衛生管理 

[取組内容] 

「利用者・地域住民の 

安全・安心」を第一に 

考えた予防的対策と緊 

急時対応体制の整備を 

実施 

[達成指標] 

（１）「利用者・地域住民の安全・

安心」を第一に考えた予防的対策 

■事故などの原因となる現象や状

況（ハザード）をまとめた、ハザ

ードマップを作成完成し、今後も

継続的に運用します。 

■防犯カメラの設置箇所につい

て、適宜見直し、今後も継続しま

す。 

■手指消毒液を設置完了し、今後

もインフルエンザ・ノロウィルス  

対策を継続します。 

■救急セットやＡＥＤの配置完了

し、保守運用を継続します。 

[実施内容] 

 

 

■事故などの原因となる現象や

状況（ハザード）をまとめた、ハ

ザードマップを作成完成し、運用

しました。 

 ■防犯カメラの設置箇所につい 

 て、予算・管轄など調整し適宜 

 見直し、今後も継続しました。 

■手指消毒液を設置完了し、今

後もインフルエンザ・ノロウ

ィルス対策を継続しました。 

 ■救急セットやＡＥＤの配置完 

  了し、保守運用を継続しまし
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■事象別のマニュアルを作成完了

し、日頃から研修や訓練を行い、

体調不良の方や急病人に継続対応

します。 

■全スタッフに普通救命講習を受 

講完了し、今後も継続して対応し 

ます。 

■急な天気の崩れや光化学スモッ

グの発生など、施設やＷＥＢサイ

トで告知することを継続します。 

 

■犯罪の起こりにくい施設環境を

整え、未然防止に努めます。 

 

■手指消毒液を設置完了し、イン

フルエンザ・ノロウィルス対策を 

継続して行います。 

■港北 AAA防犯情報メールに登録

完了し、継続的に運用します。 

 

■手洗い方法は、英語での案内も

表示します。 

■トイレに手洗い方法の説明を掲

示します。 

□外部委託スタッフを含む全スタ

ッフへの研修および勉強会：年２

回 

（２）利用料金の確実な管理 

■事務所に設置した警備会社が提

供する入金機の運用を継続し、利

用料金等の現金を適正・確実に管

理します。 

（３）利用者の安全・安心の確保 

■スタッフによる定時巡回を実施

します。 

■スタッフ不在となる時間帯は機

械警備を行い、24時間の警備体制 

を構築します。 

■現状の把握、危険箇所の抽出を

行い、ハザードマップを作成しま

た。 

■事象別のマニュアルを作成完 

 了し、日頃から研修や訓練を 

 行い、体調不良の方や急病人 

 に継続対応しました。 

 ■全スタッフに普通救命講習を

受講完了し、今後も継続して

対応しました。 

 ■急な天気の崩れや光化学スモ 

ッグの発生など、施設やＷＥ 

Ｂサイトで告知することを継 

続しました。 

■犯罪の起こりにくい施設環境 

 を整え、未然防止に努めまし 

 た。 

■手指消毒液を設置完了し、イ 

 ンフルエンザ・ノロウィルス 

 対策を継続して行ました。 

 ■港北 AAA防犯情報メールに登 

録完了し、継続的に運用しま 

した。 

■手洗い方法は、英語での案内 

 も表示しました。 

■トイレに手洗い方法の説明を 

 掲示を継続しました。 

□コロナ禍の為、未実施 

 

 

 

 ■事務所に設置した警備会社が

提供する入金機の運用を継続し、

利用料金等の現金を適正・確実に

管理しました。 

（３）利用者の安全・安心の確保 

■スタッフによる定時巡回を  

 実施しました。 

■スタッフ不在となる時間帯 

 は機械警備を行い、24時間の 

 警備体制を継続しました。 
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す。 

■ハザードマップによる日々の巡

回を行い、危険箇所については、

内容により、行政機関を含め関係

者と連携して改善を図ります。 

（４）全スタッフの統一された高

レベルの巡回点検 

■毎日、開閉館時にハザードマッ

プを基に作成したチェックシート 

を用いて、施設内の巡回点検を実

施します。 

 

□日常巡回点検：１日２回以上 

 

 

 

 

 

（４）全スタッフの統一された高

レベルの巡回点検をしました。 

 ■毎日、開閉館時にハザードマ

ップを基に作成したチェックシー

トを用いて、施設内の巡回点検を

実施しました。 

  

□日常巡回点検：１日２回以上 

 

④防災に対する取組 

[取組内容] 

情報の一元管理と市・ 

本部との情報共有体制 

の構築および、緊急時 

の速やかな対応と施設 

被害の最小化、迅速な 

利用再開への対応 

 

 

 

積極的な人道的措置の 

実施、自発的な防災備 

蓄の整備や地域と連携 

した共同防災体制の構 

築 

 

利用者の安全確保を最 

優先に考えた対応 

[達成指標] 

緊急時応体制の構築とマニュアル

の整備 

■防火管理者を配置します。 

 

■防火計画書を作成し、消防署へ

提出します。 

■横浜市防災計画に基づく対応マ

ニュアルと連絡網を整備します。 

■連絡網は、市・区に提出します。 

■各関連機関の電話番号を事務所

電話の短縮に登録・掲示します。 

■大規模災害等が発生した場合

は、行政機関と協力し、迅速な利

用再開に努めます。 

 

日常における防災対策の実施 

■防災・防火訓練を実施します。 

□消防・防火・防災訓練：年２回 

 

■災害用備蓄品を準備するととも

に、リストを作って管理し、定期

的に確認、備蓄を更新します。 

 

緊急時のためのスタッフ確保 

■緊急時に迅速な現場対応ができ

[実施内容] 

緊急時応体制の構築とマニュアル

の整備 

 ■防火管理者を配置を継続しま 

  した。 

■防火計画書を作成し、消防署 

 へ提出しました。 

 ■連絡網は、市・区に提出しま 

  した。 

■各関連機関の電話番号を事務 

 所電話の短縮に登録・掲示を 

 継続しました。 

 ■大規模災害等が発生した場合 

は、行政機関と協力し、迅速 

な利用再開に努めました。 

 

日常における防災対策の実施 

■防災・防火訓練を実施。 

□消防・防火・防災訓練：年２ 

 回実施しました。 

■災害用備蓄品を準備するとと 

 もに、リストを作って管理し、 

 定期的に確認、備蓄を更新し 

 ました。 

緊急時のためのスタッフ確保 

 ■緊急時に迅速な現場対応がで
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るよう、近隣在住スタッフを確保

します。 

■利用者に、避難動線をお伝えし、

避難場所の指導を行います。 

■訓練により判明した課題をマニ

ュアルに反映します。 

きるよう、近隣在住スタッフを確

保しました。 

■利用者に、避難動線をお伝え

し、避難場所の指導を行いました。 

■訓練により判明した課題をマ

ニュアルに反映しました。 

 

 

 

 

 

⑤その他施設管理に関する事項 

[取組内容] 

電気主任技術者による

適切な設備管理 

 

[達成指標] 

当グループの電気主任技術者によ

る維持管理 

■自家用電気工作物の保安、監督

を実施します。 

■施設・設備維持管理の専門スタ

ッフを配置します。 

■自家用電気工作物の工事、維持

及び運用に関する保安監督業務を

適正・的確に行います。 

 

■自家用電気工作物が、人体に危 

害を及ぼしたり物件に損傷を与え 

たりしないよう維持します。 

[実施内容] 

当グループの電気主任技術者によ

る維持管理 

■自家用電気工作物の保安、監

督を継続実施しました。 

 ■施設・設備維持管理の専門ス

タッフの配置を継続しました。 

■自家用電気工作物の工事、維

持及び運用に関する保安監

督業務を適正・的確に行いま

した。 

 ■自家用電気工作物が、人体に

危害を及ぼしたり物件に損傷

を与えたりしないよう維持し

ました。 

 

（４） 収支について 

 ①指定管理料のみに依存しない収入構造 

[取組内容] 

今年度は、現行料金を 

維持。他施設の状況調 

査および利用者の声を 

聴き、来年度以降の料

金再設定を検討 

 

 

 

稼働率の向上と安定し 

た収入確保を目指す 

[達成指標] 

安定した利用料金収入の確保 

■貸出情報をＷＥＢサイトやＳＮ

Ｓで発信し、稼働率の向上を図り

ます。 

■定期的に利用者の声を聞き、そ

の内容を可能な限り運営に反映す

ることで、利便性の向上を図り、

稼働率を向上させます。 

■利用者に協力を仰ぎ、CDや自作 

のアート作品を販売する「物販」 

[実施内容] 

安定した利用料金収入の確保 

■貸出情報をＷＥＢサイトやＳ

ＮＳで発信し、稼働率の向上

を図りました。 

■定期的に利用者の声を聞き、 

 その内容を可能な限り運営に 

 反映することで、利便性の向 

 上を図り、稼働率を向上させ 

 る努力をしました。 

 ■利用者に協力を仰ぎ、CDや自
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も行政と連携しながら推進してい 

きます。 

 

ロケ・撮影利用の拡大 

■今まで以上に広報ＰＲすること 

で、ロケや撮影の利用を増やし、 

収入確保につなげます。 

 

 

□メディア撮影・ロケ撮影協力： 

目標 年間 35件  

□フォトロケーション撮影協力：

目標 年間２件  

作のアート作品を販売する

「物販」も行政と相談・連携

しながら推進しました。 

ロケ・撮影利用の拡大 

 ■作成した「ロケ地ガイド」を

活用し、今まで以上に広報Ｐ

Ｒすることで、ロケや撮影の

利用を増やし、収入確保につ

なげました。 

□メディア撮影・ロケ撮影協力： 

実績 年間 40件  

□フォトロケーション撮影協力：

実績 年間２件  

 

②経費削減等効率的運営の努力 

[取組内容] 

スタッフの効率的な運 

営によるコスト削減と 

施設の魅力や価値の広 

い発信による利用促進 

で収入増を図る 

 

 

 

 

 

効率的な施設運営によ 

る経費縮減策の実施 

 

[達成指標] 

効率的・効果的な維持管理運営に 

よるコスト削減 

■スタッフの効果的な配置と変形

労働時間制を採用した柔軟な出勤

体制で、サービス水準を維持し、

人員の効率化を達成します。 

■スタッフの定期巡回により、節

電や空調管理を徹底します。 

 

■マルチジョブシステムを採用

し、スタッフの効果的な配置と効

率的な運用により、コスト削減に

寄与します。 

 

■横浜市の環境施策をしっかり理

解し、施設の目標を定めるととも

に、ＷＥＢサイトや館内にも掲示

します。 

■エネルギー管理を強化し、次年

度以降の目標策定に役立てます。 

 

光熱水費の削減努力 

■エネルギー管理・点検を強化し

ます。 

■日々の節電・節水・空調温度設

[実施内容] 

効率的・効果的な維持管理運営に

よるコスト削減 

■スタッフの効果的な配置と

変形労働時間制を採用した柔

軟な出勤体制で、サービス水

準を維持しました。 

■スタッフの定期巡回により、

節電や空調管理を徹底しまし

た。 

■マルチジョブシステムを採

用し、スタッフの効果的な配

置と効率的な運用により、コ

スト削減を行いました。 

 

■掲示しました。 

 

 

 

■エネルギー管理を強化し、次

年度以降の目標策定に役立て

ました。 

 

■エネルギー管理・点検を強化  

 しました。 

■日々の節電・節水・空調温度 



 - 38 - 

定管理、可能であれば設備運転時

間の変更を実施します。 

 

■スタッフ啓発による徹底管理な

ど、運用改善型省エネルギー対策

によって使用量減少を目指しま

す。 

■設備の改善・修繕などの設備投

資型省エネルギー対策（省エネル

ギー機器を更新導入）を可能な範

囲で徐々に取り入れ、さらなる使

用量削減・コスト削減を目指しま

す。 

■施設スタッフはもちろん、各室

やトイレにも節電や節水への協力

を依頼する案内等を掲示し、利用

者にも呼び掛けます。 

 設定管理、可能であれば設備 

 運転時間の変更を実施しま 

 す。 

■スタッフ啓発による徹底管理

など、運用改善型省エネルギ

ー対策によって使用量減少を

目指しました。 

■設備の改善・修繕などの設備

投資型省エネルギー対策（LED

照明への移行・更新導入）を

可能な範囲で徐々に取り入

れ、さらなる使用量削減・コ

スト削減を目指しました。 

■施設スタッフはもちろん、各

室やトイレにも節電や節水へ

の協力を依頼する案内等を掲

示し、利用者にも呼び掛けま

した。 

 

（５） ＰＤＣＡサイクルの確実な運用について  

[取組内容] 

①日報及び月報の作

成・管理 

[達成指標] 

（１）業務記録の整備 

■市と協議の上、日報および月報 

のフォーマットを作成し、日々業 

務の記録と管理を適正に行いま 

す。 

（２）業務内容の報告と共有 

■緊急を要するものや重要な件に

関しては、迅速に市へ報告します。 

 

■日々の業務内容は、現場スタッ

フだけではなく、本部サポート部

隊も内容を把握・共有します。 

[実施内容] 

（１）業務記録の整備 

 ■日々業務の記録と管理を適正

に継続しました。 

 

 

（２）業務内容の報告と共有 

■緊急を要するものや重要な件 

 に関しては、迅速に市へ報告  

 ・相談しました。 

■日々の業務内容は、現場スタ

ッフだけではなく、本部サポ

ート部隊も内容を把握・共有

しました。 

②業務計画書及び業務

報告書の作成・管理 

（１）業務計画書の確実な遂行 

■業務計画書に則り、計画的かつ 

確実に業務を遂行します。 

■実施した事業は報告書に記録 

し、管理します。 

 

■業務計画書と業務報告書は、適 

（１）業務計画書の確実な遂行 

 コロナ蔓延防止対策下で事業な

どが施工できない状況ではあり

ましたが、業務計画書記載事項

をご利用者様の立場に立ち、可

能な限り実施いたしました。 

 ■業務計画書と業務報告書は、
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宜、市へ報告します。 

■本部サポート部隊による、ＰＤ 

ＣＡサイクルを推進します。 

（２）利用者のニーズや声を反映 

 した事業計画の策定 

■事業を進めていく中で、利用者

の声を聴き取り、よりニーズを反

映した事業計画に刷新していきま

す。 

適宜、市へ報告しました。 

 ■本部サポート部隊による、Ｐ

ＤＣＡサイクルを推進しまし

た。 

 

③業務評価（モニタリ

ング、自己評価、第

三者による評価の実

施） 

（１）利用者や市民のご意見やご

要望の集約 

■ご意見箱や利用者アンケート、

電話等、いただいたすべてのご意

見やご要望をデータで一元管理し

ます。 

■いただいたご意見やご要望は、

全スタッフと本部サポート部隊が

共有します。 

■いただいたご意見やご要望は、

市と共有します。 

（２）セルフモニタリングの実施 

■現場スタッフおよび本部サポー

トによるセルフモニタリングを継

続して実施します。 

■セルフモニタリングの内容は、

市と共有します。 

（３）執行状況確認会議の実施 

■執行状況について現場と本部が

確認する「執行状況確認会議」を 

継続して開催します。 

□執行状況確認会議：月１回 

（４）ご意見やご要望の施設運営

への反映 

■いただいたご意見やご要望につ

いては、基準を設け、市と協議し

た上で、施設運営に反映させます。 

 

■反映した内容を広く公表し、さ

らにその内容についてのモニタリ

ングを実施し、常にＰＤＣＡサイ

クルが適切に運用する環境を整備

（１）利用者や市民のご意見やご

要望の集約 

■ご意見箱や利用者アンケー

ト、電話等、いただいたすべての

ご意見やご要望をデータで一元管

理しました。 

■いただいたご意見やご要望 

 は、全スタッフと本部サポー 

 ト部隊が共有しました。 

 ■いただいたご意見やご要望 

  は、市と共有しました。 

（２）セルフモニタリングの実施 

■現場スタッフおよび本部サポ 

 ートによるセルフモニタリン 

 グを継続して実施しました。 

 ■セルフモニタリングの内容 

  は、市と共有しました。 

（３）執行状況確認会議の実施 

 ■執行状況について現場と本部 

が確認する「執行状況確認会 

議」を開催を継続しました。 

 □執行状況確認会議：月１回 

（４）ご意見やご要望の施設運営

への反映 

■いただいたご意見やご要望に

ついては、基準を設け、市と協

議した上で、施設運営に反映し

ました。 

 ■反映した内容を広く公表し、 

さらにその内容についてのモ 

ニタリングを実施し、常にＰ 

ＤＣＡサイクルが適切に運用 
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します。 する環境を整備しました。 

 

（６） 留意事項 

[取組内容] 

①保険及び損害賠償の

取扱い 

[達成指標] 

施設賠償責任保険への加入 

■利用者が安全・安心に利用でき

る施設であることを保証します。 
 

□保険の適用事由となる事故が発

生しないよう努めます。 

[実施内容] 

施設賠償責任保険への加入 

■利用者が安全・安心に利用で

きる施設であることを保証しまし

た。 

 □保険の適用事由となる事故が 
発生しないよう努めました。 

②関係法令等の遵守 適切な許認可及び届出等 

■観梅期など多くの来場者が見込

まれる期間においては、飲食物の

販売等が予想されるため、責任を

持って届出等を行います。 

■共催事業も含めて、必要となる

届出等について的確に対処しま

す。 

■市から目的外使用許可をいただ

き、利用者と連携し、CD や自作の 

アート作品を販売する「物販」を

積極的に実施します。 

適切な許認可及び届出等 

■コロナ禍のため該当事案はあ

りませんでした。 

 

 

■共催事業も含めて該当案件は

ありませんでした。 

 

③市及び関係機関等と

の連絡調整 

協力・協調関係の構築 

■横浜市文化振興課、地域の市民

団体、文化団体、区民活動支援セ

ンター、小中高等学校、商店街連

合会、各関係機関等と定期的な情

報交換を行い、協力・協調関係を

築き、信頼関係を深め、地域との

連携体制を確立します。 

特に、財団法人大倉精神文化研究

所及び北部公園緑地事務所とは緊

密な関係を築き、施設の運営に支

障がないよう努めます。 

 

 

 

■関係機関の連絡網を整備し、 

要に応じて決定事項等を伝達す 

仕組みを構築します。 

協力・協調関係の構築 

■横浜市文化振興課、地域の市

民団体、文化団体、区民活動

支援センター、小中高等学校、

商店街連合会、各関係機関等

と定期的な情報交換を行い、

協力・協調関係を築き、信頼

関係を深め、地域との連携体

制を確立できるよう努めまし

た。 

特に、財団法人大倉精神文化

研究所及び北部公園緑地事務

所とは緊密な関係を築き、施

設の運営に支障がないよう努

めました。 

 ■関係機関の連絡網を整備し、

必要に応じて決定事項等を伝

達する仕組みを構築しまし
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□財団法人大倉精神文化研究所及 

び北部公園緑地事務所との連絡調 

整会議：毎月実施 

た。 

 □財団法人大倉精神文化研究所

及び北部公園緑地事務所との

連絡調整会議：コロナ禍のた

め不定期実施となりました。 

④その他 （１）近隣対策 

■撮影協力時に、騒音や撮影行為

等によって施設利用者や近隣住民

に迷惑が及ぶことがないよう努め

ます。 

■施設外観等を利用する撮影協力

の際は、施設利用者及び近隣住民

への事前説明を行います。 

 

■施設屋外や公園を使ったイベン

トや事業を行う際には、施設利用

者及び近隣住民への事前説明を行

います。 

■大倉山ミーティングにお声がけ

し、施設に対するご意見やご要望

をお伺いします。 

（２）備品の管理 

■常に最新リストに更新して管理

点検を実施します。 

（１）近隣対策 

■撮影協力時に、騒音や撮影行

為等によって施設利用者や近

隣住民に迷惑が及ぶことがな

いよう努めました。 

■施設外観等を利用する撮影協

力の際は、施設利用者及び近

隣住民へ書面での事前説明を

行いました。 

■施設屋外や公園を使ったイベ

ントや事業を行う際には、施

設利用者及び近隣住民への事

前説明を行ました。 

（２）備品の管理 

 ■常に最新リストに更新して管 

  理点検を実施しました。 
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【別紙１】自主事業一覧 

 

No 

実施 

時期 

主催

／ 

共催 

事業名 会場 事業内容 

入場者・参

加者数 

 

事業 

回数 

１ 
４月 

～ 自主 
季節のフラワーアレ

ンジメント教室 
集会室 

当グループから講師を招

き、季節の植物を使った各

種フラワーアレンジメン

ト教室を開催。 

毎回 

約 20名 
6回 

２ 
４ ～

７月 
共催 大倉山講演会 ﾎｰﾙ 

大倉山精神文化研究所と

共催で、大倉邦彦の功績や

思想、社会貢献等、専門家

による講演を行う。 

約 320名 4回 

３ 
４ 月

～ 
主催 

大倉山公園愛護会の

活動への協力 

正面 

玄関前 

苗植え活動に参加すると

ともに、植物のお手入れ方

法のアドバイスなどを行

い、活動の発展に寄与。 

毎回 

約 20名 
９回 

愛護会の活動参加者に花

のタネを配布し、ご自宅や

学校での栽培を通じて、植

物を育てる楽しさを伝え

る。 

約 20名 1回 

４ 
４ 月

～ 
主催 

文化芸術活動団体の

施設 WEB サイトでの

紹介 

WEB サイ

ト 

ＷＥＢサイトで、文化芸術

活動団体や若手アーティ

ストの紹介やリンク貼り

付けを行い、広く紹介。 

3 団体以

上 
常時 

５ 
４ ～

７月 
自主 

第 10回 

大倉山記念館「ワーク

ショップ」（Ａｒｔｓ

ワークショップ） 

集会室 

当施設利用団体を講師に

招き、初めて参加する方を

対象にした、さまざまな体

験教室を開催し、文化芸術

に触れる機会と交流の場

を提供。 

未実施  

６ ７月 自主 
大倉山記念館「ワーク

ショップ」発表会 
ﾎｰﾙ 

ワークショップ参加者に

発表の場を設け、目標を

設定し、参加者の動機づ

けや意欲向上につなげ、

施設のさらなる魅力や価

値の向上を図る。 

未実施  
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７ 
５月 

～ 
自主 

文化芸術活動の支援

講座 

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎ

ｰﾙ・休憩

ｽﾍﾟｰｽ 

これから文化活動を始め

たいと考えている方に当

施設や地域で活動する文

化団体の紹介の場を提供

する。 

未実施  

８ 
５ 月

～ 
自主 

サークルラウンジの

開設 
ロビー 

ロビーや共有エリアを活

用し、利用者・市民・アー

ティスト・地域の団体が交

流できるスペースを提供。 

未実施  

９ 
５月 

～ 
自主 

５月 

～ 
自主 サークルラウンジの開設 未実施  

 

   

  

 

 

    

    

    

    

    

10 ５月 共催 
第 36 回大倉山こども

フェスティバル 

ﾎｰﾙ・ 

集会室 

地元の子どもたちを対象

に地域交流や遊びの場を

提供し、文化活動に触れる

機会を創出することを目

的とした実行委員会形式

の事業。 

未実施  

11 ６月 自主 
地域施設への出張授

業 

港 北 区

内施設 

坂の上の大倉山記念館ま

でお越しいただく方が難

しい方にも、文化芸術活

動に触れる機会を提供す

るために、地域施設に出

向き、歴史や文化、芸術

を紹介する出張授業を行

う。 

未実施  

12 
６月 

～ 
自主 今昔建築講座 

ﾎｰﾙ・ｷﾞｬ

ﾗﾘｰ・回

廊 

大倉精神文化研究所との

連携により、他の専門機

関にも協力を仰ぎ、歴史

的建造物や伝統ある建築

物についての講習会を開

催。建築に詳しくない方

でも気軽に参加でき、楽

しめる内容とすること

で、当施設を始めとする

伝統的建築物の素晴らし

さを知っていただく企画

を提供。 

未実施  

13 ６月 自主 大倉山ミーティング 集会室 

市民、利用者、地域住民、

関係団体などを招き、利用

ルールや施設への要望お

よび地域課題について意

未実施  
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12月 

見交換。また、今後予定し

ている大倉山記念館サポ

ーターズや人材育成活動

等の各種施策についての

ご意見やご要望も伺い、施

策に反映。 

14 ６月  
第７回国際学生交流

会（ハーバード） 

ｷ ﾞ ｬ ﾗ ﾘ

ｰ・集会

室 

日本文化の体験を通した

日米学生の交流会。市内の

大学生とハーバード大学

の学生が参加し、双方の文

化を通じた相互理解や文

化交流を目的とする。 

未実施  

15 ７月 自主 
ボランティア養成講

座検討会 
集会室 

運営サポーター制度の継

続・発展として、当館のボ

ランティア育成にあたり、

現状や課題について話し

合う検討会を開催。参加 

者は、既存サポーターや利

用者とし、その内容をボラ

ンティア養成講座の構築

に役立てる。 

未実施  

 

   

  

 

 

    

17 ８月 共催 
夏のオープンギャラ

リー 
ｷﾞｬﾗﾘｰ 

（公財）大倉精神文化研究

所と共催で、オープンギャ

ラリーを開催。記念館の紹

介の他、参加型・体験型の

コーナーを併設し、夏休み

時期の子どもたちが地域

の歴史や魅力に興味・感心

を持ち、当館を知ってもら

う機会を提供することを

目的とする。 

200名 1回 

18 ８月 自主 

第 ９ 回 白 山 高 校   

美術コース作品展示

会 

ｷﾞｬﾗﾘｰ 

神奈川県立白山高等学校

美術コース２年生作品展

示会開催。生徒独自の活動

として、キュレーター、広

報、作品展示、記録、写真、

引き継ぎなど様々な役割

を分担し準備し、どの役割

を担うかは、自らの進路や

適性を加味し自分たちで

選ぶ。 

未実施  

19 

 

９月 

～ 
自主 

大倉山寄り道コンサ

ート《大倉山サロン》 
ﾎｰﾙ等 

ロビーや館内の共有スペ

ースを活用した、どなたも

気軽に参加できるコンサ

ートを開催。 

未実施  

20 ９月 自主 

地元若手アーティス

ト作品展示とワーク

ショップ 

集会室 

伝統と歴史を大切にしな

がら、新しい大倉山ブラン

ドを創造、発信し、新たな

ファン層をつくる。 

未実施  



 - 45 - 

21 

９月 自主 

オープンデイ 

 
全館 

館内貸室を解放し見学い

ただくことで、文化財価値

の PR やご利用の促進。ま

た、共用スペースや集会室

を活用しご利用をイメー

ジし易くするために、どな

たも気軽に参加できる各

種講座・講習会を開催。 

600名 1回 

２月 自主 

22 
９月 

～ 
自主 

横浜市芸術文化教育

プラットフォームへ

の参画 

市内 

小学校 

アート NPO や芸術団体と

連携し、学校、アーティス

ト、企業、地域住民、行政

などがゆるやかに連携・協

働し、子ども達が芸術に触

れ合う場を提供。 

100名 3回 

23 
10 月

～ 
自主 

他の文化施設などか

らの出張授業を誘致 
ﾎｰﾙ 

大倉山記念館を地域の文
化ハブとして各文化拠点
や文化施設、団体などとつ
ながり、地域の文化を発信
するとともに、他地域の活
動・市内の先端的な活動を
地域に届ける。 

未実施  

24 10月 自主 
ICT を活用した地域

回遊イベント 
館内 

地域や商店街のイベント

と連携し、ＡＲやＳＮＳを

活用した地域回遊性を高

めるイベントを実施。 

未実施  

25 11月 共催 
第 36 回大倉山秋の芸

術祭 

ﾎｰﾙ・ｷﾞｬ

ﾗﾘｰ・集

会室 

記念館を利用する団体お

よび関心を持つ市民の文

化創造を支援する目的を

もって、全館で演示・展示

部門を設け広く公開する

ことを目的とした実行委

員会形式の事業。 

4322名 1回 

26 
11 月

～ 
自主 

ハニーカフェ＆マル

シェ 

館内・ 

大 倉 山

公園 

イベント開催時等に地域

の団体による軽食提供を

行うカフェを開催。 

未実施  

27 1月 自主 
大倉山記念館「落語

会」 
ﾎｰﾙ 

日本の伝統芸能である落

語に親しむ機会を提供し

ます。テーマは、老若男女

が楽しめるものとし、幅広

い年代の方の来館促進を

図る。 

40名 1回 

28 12月 共催 
第 36 回小さな丘のメ

リークリスマス 

ﾎｰﾙ・ｷﾞｬ

ﾗﾘｰ・集

会室 

地域のこども達が気軽に

文化に触れる機会をとい

う願いから、地域の父母会

が中心となって廉価で楽

しめることを目的とした

実行委員会形式の事業。 

400名 1回 
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29 ２月 自主 
おしえて！まちの先

生 

ﾎｰﾙ・ｷﾞｬ

ﾗﾘｰ・集

会室 

港北区との連携による、

「まちの先生」制度を活用

した体験講座。まちの先生

同士の交流の場として、

「まちの先生- 展示会」も

開催。「まちの先生」制度

と当館のＰＲのために、気

軽にできる文化活動体験

の機会を提供。 

100名 1回 

30 １月 自主 

第９回大倉山記念

館・高校生ｷﾞｬﾗﾘｰ＆交

流会＆ﾐｭｰｼﾞｯｸﾌｪｽﾀ 

ｷ ﾞ ｬ ﾗ ﾘ

ｰ・集会

室 

出展高校の生徒による、ホ

ールおよびギャラリーを

活用した作品の発表会・展

示会を開催するとともに、

生徒や関係者の交流を促

進。さらに、音楽系生徒の

発表の場として、ミュージ

ックフェスタも同時開催。 

未実施 1回 

31 ２月 自主 
観梅会開催時等の館

内装飾 

施設 

入口等 

観梅会開催時等に館内で

梅装飾を行う。 
300名 1回 

33 
２ ～

４月 
共催 

大倉山スタンプラリ

ー 

当 館 周

辺 

観梅会もしくは桜まつり

開催時に、当館を含む地域

の名所を巡るスタンプラ

リーを実施。 

未実施  

34 ３月 共催 
第 14 回大倉山ドキュ

メンタリー映画祭 

ﾎｰﾙ・集

会室 

良質なドキュメンタリー

映画（6～8 本程度）をホ

ールで上映すると共に映

画監督によるトークショ

ーやカフェ等で構成する

実行委員会形式の事業。 

400名 1回 

35 3月 自主 

大倉山エリアのミュ

ージシャンによる演

奏家 

ﾎｰﾙ・ 

大倉山エリアで活動され

ているアーティスト・ミュ

ージシャンによるコンサ

ートを実施 

未実施  

36 ３月 自主 
大倉山記念館 

花めぐり 

館内・周

辺地域 

当館の館内ツアーをはじ

め、大倉山公園や近隣の花

をめぐりながら、地域の魅

力を再発見する。 

未実施  

37 ２月 共催 のんびるフェスタ 全館 

歴史的建造物で市指定有

形文化財でもある当施設

を会場とした、親子向け

の全館貸切のワークショ

ッププログラム。子ども

達へ古き良き物を残して

いくことの大切さや地域

交流の楽しさを伝える機

会を提供。 

未実施  
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【別紙２】 

利用料金 

  区分 

種別 

午前 

(９時～12 時) 

午後 

(13時～17時) 

夜間 

(18時～22時) 

一日 

(９時～22時) 

平日 土日・休日 平日 土日・休日 平日 土日・休日 平日 土日・休日 

ホール 
入場料なし 700 700 2,000 2,000 2,300 2,300 5,000 5,000 

入場料あり 1,400 1,400 4,000 4,000 4,600 4,600 10,000 10,000 

ギャラ

リー 

入場料なし ― ― ― ― ― ― 4,000 4,000 

入場料あり ― ― ― ― ― ― 8,000 8,000 

第１ 

集会室 

入場料なし 600 600 800 800 1,000 1,000 2,400 2,400 

入場料あり 1,200 1,200 1,600 1,600 2,000 2,000 4,800 4,800 

第２ 

集会室 

入場料なし 300 300 400 400 600 600 1,300 1,300 

入場料あり 600 600 800 800 1,200 1,200 2,600 2,600 

第３ 

集会室 

入場料なし 300 300 400 400 600 600 1,300 1,300 

入場料あり 600 600 800 800 1,200 1,200 2,600 2,600 

第４ 

集会室 

入場料なし 600 600 800 800 1,000 1,000 2,400 2,400 

入場料あり 1,200 1,200 1,600 1,600 2,000 2,000 4,800 4,800 

第５ 

集会室 

入場料なし 1,000 1,000 1,300 1,300 1,500 1,500 3,800 3,800 

入場料あり 2,000 2,000 2,600 2,600 3,000 3,000 7,600 7,600 

第６ 

集会室 

入場料なし 1,000 1,000 1,300 1,300 1,500 1,500 3,800 3,800 

入場料あり 2,000 2,000 2,600 2,600 3,000 3,000 7,600 7,600 

第７ 

集会室 

入場料なし 400 400 500 500 700 700 1,600 1,600 

入場料あり 800 800 1,000 1,000 1,400 1,400 3,200 3,200 

第８ 

集会室 

入場料なし 300 300 400 400 600 600 1,300 1,300 

入場料あり 600 600 800 800 1,200 1,200 2,600 2,600 

第９ 

集会室 

入場料なし 300 300 400 400 600 600 1,300 1,300 

入場料あり 600 600 800 800 1,200 1,200 2,600 2,600 

第 10 

集会室 

入場料なし 800 800 1,000 1,000 1,200 1,200 3,000 3,000 

入場料あり 1,600 1,600 2,000 2,000 2,400 2,400 6,000 6,000 

 



（指定管理者が記⼊する様式）

収⼊の部 （税込、単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

26,600,000 26,600,000 26,600,000 0 横浜市より

13,210,750 13,210,750 9,103,850 △ 4,106,900
室料・貸出備品総額。コロナまん延防止対策等の発令による規
制の影響で大幅減

1,060,000 1,060,000 1,135,640 75,640 自主事業増

6,401,718 1,753,000 8,154,718 4,696,956 △ 3,457,762 コロナまん延防止対策の為撮影激減

印刷代 70,000 70,000 50,000 △ 20,000

⾃動販売機⼿数料 414,718 414,718 378,126 △ 36,592

負担⾦・補助⾦ 0 1,753,000 1,753,000 1,753,000 0 コロナ対応負担金及び　横浜アーツフェスティバル実施分

その他（撮影代⾦ ）
5,917,000 5,917,000 2,515,830 △ 3,401,170

件数目標は達成したが、動画ロケが入らず、低単価の為、大幅減収
（精神文化研究所水光熱費・自動販売機電気代含み）

47,272,468 1,753,000 49,025,468 41,536,446 △ 7,489,022

⽀出の部
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

23,515,311 0 23,515,311 23,880,562 △ 365,251

18,368,886 18,368,886 19,796,833 △ 1,427,947

3,098,841 3,098,841 2,490,536 608,305 人員構成比の変動

1,409,484 1,409,484 1,303,402 106,082 近隣スタッフの雇用

90,000 90,000 96,000 △ 6,000

0 0 0

548,100 548,100 193,791 354,309 人員構成比の変動

2,515,254 0 2,515,254 1,613,514 901,740

60,000 60,000 0 60,000 本社会議などリモートに移行

96,000 96,000 866,912 △ 770,912
西田装美消耗品：蛍光灯などLEDに交換の為、購入増・その他消耗
品・減価償却（工具類）・ソフト償却

36,000 36,000 52,734 △ 16,734

600,000 600,000 8,200 591,800 名刺等印刷費

437,760 437,760 311,635 126,125

96,000 96,000 96,000 0

横浜市への⽀払分 74,400 74,400 74,400 0 自販機支払い分（目的外利用）

その他 21,600 21,600 21,600 0

120,000 120,000 54,000 66,000 照明器具購入

120,000 120,000 0 120,000

34,870 34,870 52,433 △ 17,563 イベント保険等

54,000 54,000 0 54,000

0 0 0 0

825,624 825,624 101,600 724,024 pcリース代等（入金機リース代は共益費へ）

0 0 0

35,000 35,000 70,000 △ 35,000 横浜ヘリテイジ・愛護会等

2,512,000 0 2,512,000 2,215,023 296,977
0 0

2,512,000 0 2,512,000 2,215,023 296,977
委託先の見直しや、仕入先見直し、コロナによる未開催などに
より減額

12,352,354 0 12,352,354 8,919,871 3,432,483

5,022,669 5,022,669 2,976,746 2,045,923

電気料⾦ 4,642,971 4,642,971 2,754,312 1,888,659

ガス料⾦ 0 0 0

⽔道料⾦ 379,698 379,698 222,434 157,264

1,680,000 1,680,000 1,455,556 224,444

1,500,000 1,500,000 912,236 587,764

699,840 699,840 648,000 51,840

3,426,400 3,426,400 2,263,333 1,163,067

空調衛⽣設備保守 520,000 520,000 381,480 138,520

消防設備保守 470,000 470,000 335,184 134,816

電気設備保守 600,000 600,000 455,555 144,445

害⾍駆除清掃保守 86,400 86,400 80,000 6,400

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 1,750,000 1,750,000 1,011,114 738,886

23,445 23,445 664,000 △ 640,555

2,047,549 0 2,047,549 3,662,897 △ 1,615,348

0 0

2,043,549 2,043,549 3,662,897 △ 1,619,348

0 0 0

4,000 4,000 4,000

2,800,000 0 2,800,000 2,800,000 0

2,700,000 2,700,000 2,700,000 0 消費税込み

100,000 100,000 100,000 0 消費税込み

45,742,468 0 45,742,468 43,091,867 2,650,601

1,530,000 1,753,000 3,283,000 △ 1,555,421 △ 10,139,623

令和3年度 「横浜市⼤倉⼭記念館」 収⽀予算書及び報告書 

科⽬

指定管理料
利⽤料⾦収⼊

⾃主事業収⼊

雑⼊

収⼊合計

科⽬

⼈件費
給与・賃⾦
社会保険料
通勤⼿当
健康診断費
勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

事務費
旅費
消耗品費

会議賄い費
印刷製本費
通信費
使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費

⼿数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

リース料
振込⼿数料

地域協⼒費
事業費
⾃主事業費

管理費
光熱⽔費

清掃費
修繕費
機械警備費
設備保全費

共益費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他（     ）

事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）
本部分
当該施設分

⽀出合計
差引


